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◎
審
査
案
件

一
◦
一
般
社
団
法
人
養
老
線
管
理
機
構
の
人

　

件
費
の
負
担
割
合
に
つ
い
て

二
◦
養
老
線
の
事
業
形
態
の
移
行
等
に
つ
い

　

て
問 

収
支
計
画
の
中
で
事
業
費
が
増
減
し
た

場
合
、
市
町
会
提
出
の
決
定
案
の
比
率
に

基
づ
き
計
算
さ
れ
る
の
か
。

答 

執
行
部
よ
り
、
増
減
に
伴
う
負
担
割
合

は
今
後
の
協
議
と
な
る
。
事
業
費
は
養
老

鉄
道
の
積
算
根
拠
に
よ
り
算
出
し
て
い
る

の
で
、
大
き
な
増
減
は
な
い
が
、
仮
に
不

用
額
が
あ
っ
た
場
合
、
事
務
局
レ
ベ
ル
で

は
翌
年
度
に
繰
越
し
て
、
翌
年
度
の
負
担

額
を
抑
え
る
意
見
も
あ
る
。

問 

養
老
線
の
町
内
３
駅
に
限
ら
ず
、
電
車

を
乗
降
り
す
る
ホ
ー
ム
が
、
老
朽
化
に
よ

り
危
険
も
あ
る
が
修
繕
は
ど
う
な
る
の
か
。

答 

近
鉄
に
は
、
養
老
線
存
続
に
係
る
合
意

前
に
施
設
を
修
繕
し
て
引
き
渡
し
て
欲
し

い
と
、
再
三
お
願
い
し
た
が
受
け
入
れ
ら

れ
な
か
っ
た
。
今
回
の
協
定
の
中
で
近
鉄

側
か
ら
、
一
時
金
と
し
て
10
億
円
が
拠
出

さ
れ
た
の
で
、
養
老
線
管
理
機
構
の
中
で

計
画
的
に
修
繕
し
て
い
く
事
に
な
る
。

問 

交
通
網
形
成
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
、
企
業
送
迎
バ
ス
の
導
入
、
通
勤

定
期
利
用
者
の
増
加
な
ど
の
施
策
・
事
業

に
取
り
組
ま
れ
る
が
、
利
用
促
進
に
向
け

た
話
し
合
い
の
機
会
は
あ
る
の
か
。

答 

交
通
網
形
成
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た

り
、
地
域
の
高
校
や
商
工
会
議
所
の
関
係

者
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
商
工
会

議
所
等
の
代
表
が
養
老
線
管
理
機
構
の
下

部
の
組
織
に
話
題
を
提
供
し
、
お
互
い
に

意
見
を
出
し
合
い
養
老
線
を
守
っ
て
い
く
。

そ
の
他

　

沿
線
市
町
と
し
て
、
養
老
線
を
地
域
の
生

活
軸
と
す
る
為
に
は
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ

イ
ド
用
の
駐
車
場
整
備
の
必
要
性
・
Ｊ
Ｒ

線
へ
の
乗
り
継
ぎ
な
ど
の
利
便
性
や
改
善

策
な
ど
の
要
望
も
あ
っ
た
。

池田町・神戸町議会議員研修会 

　平成２９年１月２４日（火）神戸町役
場で両議会議員合同研修会を開催しまし
た。今回は、岐阜県子ども・女性局長　鈴
木裕子氏をお招きし「今求められる女性
の活躍推進」を、テーマに講演を頂きまし
た。
　なぜ今女性の活躍が求められているの
か。
全国的に見ても人口急減・超少子高齢化
社会このままでは、労働力不足で日本の
経済成長は鈍化・社会保障費の増加が心
配されます。これを解決するには、人的資
源の活用すなわち女性・高齢者・若者・外国人・障害者の活躍が必要とされています。
　しかし現状では、出産・子育て・介護等で仕事との両立が困難のため、女性の参画が進ん
でいません。岐阜県では、応援プロジェクトの中でワーク・ライフ・バランス、仕事と家庭
の調和・子育て支援エクセレント企業の認定制度を設けて、女性の活躍推進・両立支援の応
援をしているとの講演を頂きました。

神戸町役場　南庁舎で開催

養
老
鉄
道
存
続
特
別
委
員
会


